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勺も
Ｋｅｙｗｏｒｑ
カオス
ニューラルネットワーク
分岐
闘淑①:蝿法
方程式
制御璽郷：
上ステリシス
カオス制御推熱娠慈堂
発擾淫
分岐現象
ｔｆ.idf
27.94
??????????????? ?????
keyｗｏｒｄ
同期
フラクタル
結合発振器
非線形回路
回路
同期現象
連想記憶
非線形
ニューラルネット
学習
処理を含んでいないぷん、きれいなキーワードが抽出された。
キーワード抽出法や、その後のフィルタリングなどを検討す．る
必要がある。特に、回路や分岐など、ほかのキーワードの一部
として含まれているキーワードが多数出力されたので、これの
扱いをどうするか検討する必要もある。
抽出したキーワードに関して、 ほとんど同じ意味の用語(re‐
turnmap，returnplote
純に頻度によるフィルタ
が確認できた。解析には
であるといえる。
また、データベース中
tc.)や、分野
リングで処理
、その分野の
でタイトルな
による用語の違いなど単
できないものがあること
専門家との連携が不可欠
どに数式が多く使われて
いた。カオス・非線形分野では数式はキーワードとして重要で
あると考えられるので、ここまでの解析では、数式はn日Ｘ表
記を用いてデータベースに登録し、１単語として扱った。似た
ような数式があったことから、数式の取り扱いについても検討
する必要がある。
次に、相関ルールによる分析を行った。解析データに簡単な
フィルタをかけて、キーワードになりにくい単語をはずして解
析した。また、数式に関しては、他のキーワードと相関が取り
にくいため解析データからはずしてある。日本語キーワードに
対する相関分析の結果を表１０に示すｂ（表中のs”は全ての
キーワードを含む割合、co7zfはキーワードの組み合せによっ
てできるルールの確信度の平均を元にしている。 ）
表１０キーワード群の相関分析による結果（上位２０）
sup(％),cO7zf(％）lkeyword
(1.2,63.3） 法,ホモトピー
(1.2,24.1） カオス,分岐現象
(1.1,22.6） カオス,発握器
(1.3,25.4） カオス，ヒステリシス
(1.6,34.0） カオス，同期
(2.1,40.0） カオス,制御
(1.8,15.1） カオス,分岐
(2.8,20.3） カオス，ニューラルネットワーク
(1.2,1.2） bvp
(3.1,3.1） 制御
(1,0,1.0） 線形計画法
(3.0,3.0） ヒステリシス
(1.3,1.3） 巡回セールスマン|剖.JＥ
(2.0,2.0） 回路
(1.0,1.0〕 カオス同期
(1.8,1.8） 連想記憶
(1.6,1.6） モデル
(1.6,1.6） 対称性
(1.3,1.3） krawczyk
(1.6,1.6） ダイナミクス
表１０は、解析結果のうち、 ルールの長いものを抽出したもの
である。高頻度のカオスというキーワードと、.分岐現象、発信
器、ヒステリシス、同期、制御、分岐、ニューラルネットワー
クを含むルールが高い相関をしめす結果となった。これにより、
対象の研究会がカオスというキーワードを中心に分岐現象や制
御、ニューラルネットワーク等を研究対象にしていることがう
かがえる。
年ごとの研究動向解析については、解析途中である。
6．おわりに
本論文では、文献情報から研究動向を調査する手法について
検討し、検討した手法をカオス･非線形関係分野の文献書誌情報
データベースに適用した。文献から、文献書誌情報データベー
スを構築した。つぎに、構築したデータベースのタイトル、章
タイトルからキーワードを抽出した。抽出したキーワードと書
誌情報のキーワードから頻度分析と相関分析を用いてキーワー
ドベースの解析を行い、それに対する考察を行った。研究動向
の解析に関しては、解析途中である。
解析結果から、ある程度の研究分野をうかがうことができる
ことが確認できた。また、解析には用語の統一が重要であると
いうことが確認できた。
現在、データベースのクリーニングを行っており、それと並
行して、他のデータマイニングの適用を検討している。クリー
ニングに関しては、用語の統一、キーワードとして不適切な用
語の削除などである。キーワードレベルではなく、キーワード
群や、研究分野、研究動向に関して、考察できるように実験を
進めている。
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